製造業向け補助金活用ガイド
【2025年最新版】製造業向け補助金活用ガイド
最大1億円の設備投資支援

💰 工場の設備投資に使える補助金完全マップ

【2025年1月更新情報】
🔔 最新情報
・省エネ補助金の要件緩和（中小企業の補助率が1/2→2/3に）
・DX投資促進税制の延長決定（2027年3月まで）
・脱炭素化設備の新規補助金創設（最大1億円）
・申請手続きのデジタル化完了（書類50%削減）

📊 1. 2025年に活用できる主要補助金一覧
【設備投資系補助金マップ】

	補助金名称
	最大金額
	補助率
	対象設備
	申請時期

	ものづくり補助金
	5,000万円
	1/2～2/3
	生産設備全般
	年4回

	省エネルギー投資促進補助金
	1億円
	1/3～2/3
	省エネ設備
	5月,9月

	IT導入補助金
	450万円
	1/2～3/4
	ITツール
	通年

	事業再構築補助金
	1.5億円
	1/2～3/4
	新分野設備
	年3回

	先進的省エネルギー投資
	1億円
	1/2～2/3
	最新省エネ
	6月

	カーボンニュートラル補助金
	8,000万円
	1/2
	脱炭素設備
	4月,10月


	
	
	
	
	




🏆 2. 最も使いやすい「ものづくり補助金」完全攻略
【概要】
中小企業の設備投資を強力支援する定番補助金
【2025年の変更点】
· ✅ デジタル枠の新設（補助率2/3）
· ✅ グリーン枠の拡充（環境対応で加点）
· ✅ 賃上げ加点の強化
【補助内容】
通常枠：
・補助上限：750万円～1,250万円
・補助率：1/2（小規模事業者は2/3）

デジタル枠：
・補助上限：750万円～5,000万円
・補助率：2/3

グリーン枠：
・補助上限：1,000万円～4,000万円
・補助率：2/3
【対象経費】
· ✅ 機械装置費（メイン）
· ✅ システム構築費
· ✅ 技術導入費
· ✅ 専門家経費
· ✅ 運搬費
· ❌ 建物費（原則対象外）
· ❌ 汎用品（PC等）


【採択率を上げる5つのポイント】
1. 革新性を数値で示す
· 生産性30%以上向上
· 不良率50%以上削減
2. 賃上げ計画を明記
· 年率3%以上の賃上げ
· 最低賃金+30円以上
3. デジタル技術の活用
· IoTセンサー導入
· AI画像検査
4. 環境対応を強調
· CO2削減率を明記
· 省エネ効果を数値化
5. 地域経済への貢献
· 地元雇用の創出
· サプライチェーン強化


🌱 3. 省エネ補助金で電気代削減と設備更新を両立

【省エネルギー投資促進補助金】
対象設備と補助率
	設備カテゴリー
	具体例
	補助率
	上限額

	高効率設備
	LED照明、高効率モーター
	1/3
	3,000万円

	生産設備
	省エネ型プレス機、射出成形機
	1/2
	5,000万円

	ユーティリティ
	ボイラー、コンプレッサー
	1/3
	3,000万円

	先進設備
	ヒートポンプ、コージェネ
	2/3
	1億円





必要な省エネ率
· 単体設備：30%以上
· 工場全体：15%以上
· エネマネ併用：10%以上
申請の流れ
1. 省エネ診断実施（無料）
   ↓
2. 削減計画策定
   ↓
3. 見積取得（2社以上）
   ↓
4. 申請書作成
   ↓
5. 審査（2ヶ月）
   ↓
6. 採択通知


💻 4. DX投資で使える補助金・税制優遇
【IT導入補助金2025】
4つの申請枠
1. 通常枠
· 補助率：1/2
· 上限：450万円
· 対象：汎用ITツール
2. デジタル化基盤導入枠
· 補助率：3/4
· 上限：350万円
· 対象：会計・受発注・決済・EC
3. セキュリティ対策推進枠
· 補助率：1/2
· 上限：100万円
· 対象：セキュリティソフト
4. 複数社連携IT導入枠
· 補助率：2/3
· 上限：3,000万円
· 対象：サプライチェーン連携
【DX投資促進税制】
· 特別償却：30%
· 税額控除：5%（賃上げで最大7%）
· 対象：認定DX投資（クラウド、AI、IoT）


📝 5. 申請書作成の必勝テクニック
【採択される申請書の共通点】
1. 課題設定が明確
❌ 悪い例：「生産性を向上させたい」
✅ 良い例：「月間200時間の段取り時間を100時間に削減」
2. 効果を定量化
❌ 悪い例：「効率が良くなる」
✅ 良い例：「生産能力が時間当たり100個→150個（50%向上）」
3. 実現可能性が高い
❌ 悪い例：「将来的に効果が出る」
✅ 良い例：「導入3ヶ月後に稼働率85%達成（現状65%）」
【加点要素チェックリスト】
· [ ] 賃上げ計画書を添付
· [ ] パートナーシップ構築宣言に登録
· [ ] 女性活躍推進法の認定取得
· [ ] カーボンニュートラル宣言
· [ ] BCP策定済み
· [ ] デジタル技術の活用明記
· [ ] 地域未来牽引企業に選定


💡 6. 成功事例：補助金活用で飛躍した3社
【事例1】自動車部品製造A社（従業員50名）
活用補助金： ものづくり補助金（デジタル枠） 補助額： 3,000万円 投資内容： AIを活用した外観検査装置 成果：
· 検査時間90%削減
· 不良流出ゼロ達成
· 検査員3名を生産部門へ配置転換
【事例2】食品加工B社（従業員30名）
活用補助金： 省エネ補助金 補助額： 4,500万円 投資内容： 高効率冷凍設備への更新 成果：
· 電気代40%削減（年間800万円）
· CO2排出量35%削減
· 補助金と電気代削減で実質2年で回収
【事例3】金属加工C社（従業員80名）
活用補助金： 事業再構築補助金 補助額： 8,000万円 投資内容： 医療機器部品製造ラインの新設 成果：
· 新規事業で売上30%増
· 雇用10名増加
· 医療機器メーカーとの直接取引開始



📅 7. 2025年の申請スケジュール
                    【年間カレンダー】
	月
	補助金名
	締切目安
	準備期間

	1月
	IT導入補助金
	下旬
	1ヶ月

	2月
	ものづくり補助金
	中旬
	2ヶ月

	3月
	事業再構築補助金
	下旬
	3ヶ月

	4月
	カーボンニュートラル
	中旬
	2ヶ月

	5月
	省エネ補助金（1次）
	下旬
	2ヶ月

	6月
	先進的省エネ
	中旬
	3ヶ月

	7月
	ものづくり補助金
	下旬
	2ヶ月

	8月
	IT導入補助金
	中旬
	1ヶ月

	9月
	省エネ補助金（2次）
	下旬
	2ヶ月

	10月
	カーボンニュートラル
	中旬
	2ヶ月

	11月
	ものづくり補助金
	下旬
	2ヶ月

	12月
	事業再構築補助金
	中旬
	3ヶ月





⚠️ 8. 注意点とよくある失敗】
【申請時の注意点】
1. 相見積もりは必須
· 原則2社以上
· 1社のみは減点対象
2. 既存設備の処分費は対象外
· 撤去費用は自己負担
· 下取りがある場合は補助金から控除
3. 補助金は後払い
· つなぎ融資の準備が必要
· 支払いは事業完了後
4. 事業期間厳守
· 延長は原則不可
· 納期遅延は補助金取消リスク
【よくある不採択理由】
· ❌ 単純更新（能力向上なし）
· ❌ 収益計画が非現実的
· ❌ 技術的課題の検討不足
· ❌ 市場分析が不十分
· ❌ 必須書類の不備

🎯 9. 今すぐ始める3ステップ】
Step1：自社に合う補助金を選定（本日）
1. 上記一覧表から候補を3つ選ぶ
2. 公募要領をダウンロード
3. 要件チェック
Step2：必要書類の準備（1週間以内）
· [ ] 決算書3期分
· [ ] 会社案内
· [ ] 見積書
· [ ] 設備カタログ
· [ ] 現状の写真
Step3：専門家への相談（2週間以内）
· 商工会議所の無料相談
· 認定支援機関への依頼
· 補助金コンサルタントの活用

📞 無料相談窓口】
· ものづくり補助金：ものづくり補助金事務局（0570-012-088）
· 省エネ補助金：省エネルギーセンター（03-5565-4463）
· IT導入補助金：サービス等生産性向上IT導入支援事業事務局（0570-666-424）
· 中小企業庁：ミラサポplus（https://mirasapo-plus.go.jp/）

📥 無料ダウンロード資料
1. 補助金選定チェックシート（Excel）
2. 申請書テンプレート集（Word）
3. 採択事例集2025（PDF）
4. 補助金カレンダー2025（PDF）
[📥 無料ダウンロードはこちら]

更新日：2025年1月 対象：製造業の経営者、工場管理者、経理・総務担当者


